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　This paper includes Japanese-Translated “International Geoscience Syllabus” that 
was first published in January 2014 by IGEO (International Geoscience Education 
Organization), and aims to compare this syllabus with Japanese new curriculum 
guidelines by the ministry of education since 2008/2009 in order to evaluate geoscience 
education curriculum in Japan. The government curriculum guidelines have an 
absence of the concept of “feedback” in the context of Earth system science. On the 
contrary, “International Geoscience Syllabus” does not include geophysical content such 
as geomagnetic field or gravity.  Geoscience education (earth system, environment, 
renewable energy, natural hazard prevention and etc. ) in first/secondary school ages 
must contribute to nurture global citizen in a sustainable society.
Keywords: International Geoscience Syllabus, IGEO, IUGS-COGE, 学習指導要領 , 地学
教育
　2014 年 9 月 27 日に発生した長野岐阜県境の御嶽山の噴火は、57 名が死亡、6 名が行方
不明となる、戦後最悪の火山災害となった。富士山をはじめ、日本には世界の約 7% に
相当する 110 個の活火山が存在している（内閣府・防災白書平成 22 年度版 online: index.
htm）。富士山には毎年 30 万人前後の登山客が訪れ、2013 年にはユネスコ世界文化遺産に
も登録がされた。富士山は 1707 年の宝永噴火以降活動を休止しているが、歴史上何度も
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 1. はじめに






















して 2000 年に設立された組織である。その前身は、1990 年に IUGS (International Union 
of Geological Sciences) の地球科学教育とトレーニングに関する委員会（COGEOED）に
始まり、その後、約４年に一度の頻度で国際会議を開催してきた（第１回イギリス：1993
年、第２回ハワイ：1997 年、第３回シドニー：2000 年、第４回カナダ：2003 年、第５回
ドイツ：2006 年、第６回南アフリカ：2010 年、第７回インド 2014 年）。同じく４年に一
度開催される、万国地質学会議（IGC）の開催時には、地球科学教育に関するいくつか
のテーマセッションを企画する他、IGEO メンバーによる会議を開催している。2004 年
に米国で開催された第 32 回 IGC において、国際地質科学連合（IUGS）の下部組織とし
て、International Union of Geological Sciences Commission on Geoscience Education and 
Technology Transfer （IUGS-COGE）が設立された。
　IGEO は、世界各国で実施されている、学校レベルでの地球科学教育に関する国際調査
を実施している。2000 年に最初にまとめられた調査は、2006 年および 2012 年に更新さ
 2. International Geoscience Syllabus とは
2.1　IGEO の歴史
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れ、公開されている。（Third International Geoscience Education Survey - 2012 with 2013 
updates online: Third%20international%20geoscience%20education%20survey%20Jan%2013.
doc）。
　国際地学オリンピック (International Earth Science Olympiad; IESO) は、IUGS-COGE の
支援のもと、IGEO が中心となって 2007 年から実施している高校生（Secondary School 
Students）のための地学に関するオリンピック競技会である。第１回韓国大会のあと、毎
年継続的に実施されている（Table 1）。2014 年 9 月にスペイン・サンタンデールで開催さ
れた第８回国際地学オリンピックでは、日本人高校生３名が金メダル、１名が銅メダルを
獲得した。2016 年 8 月 20 〜 28 日の日程で、第 10 回国際地学オリンピック三重大会が開
催されることが決定している。


















表されおり（IESO Syllabus, online: syllabus）、次の４つの項目から構成されている。
　1. 地圏と地球システム（The Geosphere and Earth Systems）
　2. 水圏と地球システム（Hydrosphere and Earth Systems）
　3. 気圏と地球システム（Atmosphere and Earth Systems）




IESO シラバスを基にして、2014 年１月に IGEO および IUGS-COGE の共同レポートと
して、国際地球科学シラバス（International Geoscience Syllabus）が作成・公表された














よび Table 3 にまとめる。Table 3 の「学習指導要領」列は、オリジナル文書には含まれ
ておらず、本論の５章で文部科学省学習指導要領と比較するために追加した項目である。
　7 つの大項目とそれらの中にいくつかの中項目・小項目に分類された構造をしている。
 3. 邦訳版国際地球科学シラバス（International Geoscience Syllabus）
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Table 2　国際地球科学シラバス　コア・シラバス（邦訳版）
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Table 3　国際地球科学シラバス　実例（邦訳版）
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オリジナルの International Geoscience Syllabus には、　大項目の見出しにリスト番号は付
与されていないが、本論では５章において文部科学省学習指導要領との比較を行う為、便
宜上 A から G までのリスト番号および「D. 相互作用する地球システム」の中項目には、
a から d までのリスト番号を付与した。
　文部科学省は、2008 年 3 月に小・中学校の学習指導要領及び幼稚園教育要領を、2009
年 3 月に高等学校・特別支援学校の学習指導要領を改訂した（文部科学省 , 2008a, b, 
2009）。小学校では 2011 年４月から、中学校では 2012 年４月から全面実施がされている。







の学習指導要領改訂時（地学 I、地学 II の２科目設置）には、地学 II の履修率が極めて


















 4. 日本の初等・中等教育における地球科学教育（Geoscience Education）
4.1　文部科学省学習指導要領










tion al Geoscience Syllabus, to be encountered by all pupils by the age of 16（16 歳までに
全ての生徒が学んでほしい国際地球科学シラバス）」と記載されている。本シラバスは、





本の義務教育は６歳から 15 歳までの 12 年間であるが、日本の高校進学率が 97% を超え


















































　気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 40 回総会が 2014 年 10 月 27 日〜 31 日に
デンマーク・コペンハーゲンにおいて開催され、IPCC 第５次評価報告書統合報告書の政
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